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2月6日にレイクアルスタープラザ生涯学習センターにて、2班調理
実習を行ないました。今年は、チャンポン麺と焼売・2種類のゼリーを
作りました。焼売は、皮から包んで作りました。タネを入れ過ぎたこ
とで包みにくいハプニングもありながら、楽しそうに協力しながら作
られていました。職員が食事の感想を聞くと「自分で作ったからめっ
ちゃ美味しい。」と話され、その後はデザートのゼリーをご自身で盛
り付け召し上がっています。食べ終わると、来年のメニューについて
も利用者間で話しをされ、次回を楽しみにしている様子が伺えました。

支援員 廣岡 麻生

今回の3班創作活動は2月21日にお花
や動物やキャラクター等、色々なステン
シルシートの型を選んで頂き、巾着にカ
ラー剤を押し当ててオリジナル巾着を創
作しました。
ご利用者の皆さんは、「どの色にしよ

うかな？どの型にしようかな？」と悩ん
でおられるご様子でしたが出来上がりに
大変満足されていました。出来上がった
巾着を作業所で小物入れとして使用され
ているご利用者様もおり嬉しく思います。

支援員 児玉 和也
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2月8日に岸和田市立福祉総合センターにて、ダンス活動絆でご指導して
いただている椎山先生主催の「ダ・ダ・ダ・ダンス6」に参加しました。
この日の為にご利用者の皆さんは、たくさん練習をしました。本番当日、

少し緊張した表情のご利用者もいらっしゃいましたが曲が流れると、練習の
成果を発揮して、見事ダンスを踊り終えました！
踊り終えたご利用者に感想を聞くと「緊張した。」「楽しかった！」と仰ら
れていました。

支援員 森本 結

新しいワゴンRには今までなかった誤発進抑制
機能、後退時ブレーキサポート等の安全機能が搭
載されていて、車内も広々しています。
乗車されたご利用者からは「めっちゃ綺麗！！」

「乗り心地最高！！」との感想をいただきました。

大きい地震があらゆる場所
で発生し、特に南海トラフ地
震の懸念が高まっています。
ささゆり作業所では安心し

て利用者様に過ごしていただ
けるよう突っ張り棒で大きい
棚と天井との隙間を補完しま
した。激しい揺れの中で倒れ
る可能性を大幅に減少させる
事ができます。
これからも耐震対策に取り

組んでいきます。


